
食品製造業の課題とバリューチェーンの再構築

一般社団法人食品需給研究センター 研究参事

関根 隆夫 氏

食品企業における“失われた30年”は、価格破壊からはじまった。長期のデフレ下において、サ
プライチェーンは低コスト化・合理化を展開してきた。今、需要を創造するためには付加価値の
提案力が問われている。

問い合わせ先

● 開会挨拶 １３：００～１３：２０
フード・フォラム・つくば 幹事長 ／ 農研機構食品研究部門 所長
農林水産省 新事業・食品産業部 食品製造課 原材料調達・品質管理改善室 室長

＜休 憩 １５：２０～１５：４０＞

● 閉会挨拶 １６：４０～ フード・フォラム・つくば 副幹事長

● 交流会 １７：００～

フード･フォラム・つくば事務局（亀谷・塚田）

E-mail： office@fft.gr.jp TEL: 029-838-8010 URL: https://www.fft.gr.jp

講演2.
14:20~15:20

講演3.
15:40~16:40

講演1.
13:20~14:20

果物の安定供給へ向けた輸出入商社の取り組み

Wismettacフーズ株式会社 フードセーフティ＆トレーサビリティマネジメント部
アシスタントマネージャー

坂本 悦朗 氏

果物の輸出入にあたって様々なリスクが存在します。どのようなリスクがあり、どのようにリス
クを低減し、果物の安定供給に向け取り組んでいるのかを弊社の事例を用いながらお話しさせ
ていただきます。

食肉業界における持続可能な原材料調達
スターゼン株式会社 経営企画部 副部長

脇坂 努氏

食肉業界における持続可能な原材料調達の重要性を解説します。環境負荷低減、動物福祉、ト
レーサビリティ強化、先進事例、そして具体的な事例を通して、企業の競争力向上と社会的責任
についてお話します。

フード・フォラム・つくば 夏の例会講演会

持続可能な食品の原材料調達の
現状と将来の展望

日 時： 2025年7月17日（木）13：00～16：40
場 所： つくば国際会議場 大会議室102

（〒305-0032 茨城県つくば市竹園２丁目２０−３）
主 催： フード・フォラム・つくば 共 催：農研機構食品研究部門
後 援： 全国食品関係試験研究場所長会他
参 加 費： 会員（共催後援団体含む） 無料 会員外 1,000円
交流会費： 5,000円
参加申込み： https://forms.gle/1hWFeGRW7Zn1avT46 締 切： 7月13日（日）

申込みはこちら


